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第2回衛生工学シンポジウム
1994.11北海道大学学櫛交流会館

周三町主ご社主主芝諒司乙/-ミラユ'2λ cr:>芸超151匡惇潟I
一日産車体(株)設計新館一

開国有弘 (株)日本設計

在二主 tニば::>(.こ

オフィスのOA化や情報化は，室内空調負荷の急激な変北をもたらしている。このようなオ

フィスの質的変化に伴い，室内環境にとってさらに合理的で，高度な穣能を持つ空調システム

が求められている。

床吹出笠調(アンダーア口ア空調)方式は，オフィスのOA化に伴い発熱機器の増加および

電力，情報系ケープルのスペース確保のため，従来の空調方式〈天井または壁から吹き出す空

調)に替わって近年注目されているシステムである。

一般事務所ピルにおいて床吹出のみで空調(冷房)した場合，居住域上部で不挟な温度成層

のできることがモデルルームの実験で確認された。

日産車体(株)設計新館では，床吹出と天井吹出併用の空調方式を採用し，快適な執務環境を

実現した。冷房時と畷房時に室内の温度分布について実漉iしたのでその結果を報告する。

1 英霊ヰ物輔諜要嬰

1-1 建物概要

建物名称 日産車体(株)第3地区設計新館

主要用途事務所

所在地 神奈川県平塚市大神

建物規模地上告階，塔屋1潜，鉄骨造

延床面積 4， 950m2 

竣 工王子成3年4月
霊童顔

1-2 建築計商

設計新館は1階が口ゼー，イベント室，コピーセンタ 2-----4階が設計，デザイン室， 5 

階が電気室，機械室，屋上は車両の展示場，冷凍機，発電機置場からなっている。 2-----4離は

原則として大部屋のCADおよびOAルームとして天井高さ2，700献を確保し，高さ350酬のフ

リーアクセスフロアを採用した。

2 言受信諦帯誠事警

2-1 熱源設備

CAD端末などOA機器負荷の多い建物の性格上，年間を通して冷房が必要となり，熱回収

型空冷ヒートポンプチラーと空冷チラーの組み合わせとした。

く主要熟練機器〉 熱問視型空冷ヒートポンプチラ 2台

冷却 120RT (260，000kcal!h) 

加熱 279，000kca1/h

空冷チラ 1台'

冷却 120RT (271，000kcal!h) 
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2-2 空讃設備

インテリア系統はOA機器発熱用と対入用に分けてユニット型空調機方式にて対応し，ペリ

メータ系統はファンコイルユニット方式とした。

(1) インテリア系統

CAD端末などのOA機器発熱対蕗として下吹型のユニット型空調機方式とした。一方，人

体および照明負荷に対し標準型のユニット裂祭調機方式とし，冷水コイル，温水コイル中性能

フィルター，通損気化式加温器，インバータ付ファンからなっている。

各階{事務窓面積約1.000m2) 8 '" 9ゾーンをVAVによるきめ細かな温度コントロールを

行っている。還気は全て天井チャンパーによって行われる。

(2) ベリメータ系統

ベリメータ系統・は，東西北の3ゾーンに分けて2パイプファンコイルユニット方式とした。

(3) 主要空調機器

くインテリア系統〉 対OA用 ユニット型空調機{下吹型) 3台

風量(2 ""4階) 23，400m3/h 

対人用 ユニット型空議機(標準型) 5台

嵐量(1 階) 12;OOOm3/h 

8，00伽3/h

( 2"'3陪) 14，31Om3/h 

(4 階) 19，900m3/h 

くベリメータ系統〉 ファンコイルユニット{床置型) 91台

3 厨ミ砂てili?:!="露間シスラユム
f床吹出空調Jは，臼本では数年前から実用化が進み，一般オフィスやコンビュータセンタ

ーなどで多く採用され始めている。床吹出空調の特徴は

(1) 鹿住域を効果的に空調できる

(2) パーソナル空調である

(3) 負荷対応がフレキシプルである

など優れたメリットがあげられる。しかし，モデルルームによる槌熱環境実験を行った結果に

よると，床吹出空調のメリットと問時に問題点をも確認することができた。

3…1 床吹出空調のモデル実験

床吹出空諜の効果を評備するために，モデルルームによる温度，気涜実験を行った。実験は

臨6.4m，輿行3.2mの実物大モデルルームを作り，発熱モデルにより負荷設定して吹出および

吸込のパターンを変えて測定した。

タイプ1は床吹出方式で一般事務所の負荷を想定し，タイプ2は床天井吹出併用方式で日産

車体の負荷および吹出パターンを想定して行った。表-1に負帯設定安示す。岡 1は涼吹出

方式と床天井吹出併用方式における上下温度分布である。タイプ1の床吹出方式では，床上1

mから1.5mの聞で急激な温度勾配が生じ，床から天井の上下撮度差が約4"Cとなる。居住域

の約1.2mの部分に温度成層域が形成され，人が立った状態で高混空気の滞留と天井面からの

輔射熱によると思われる不挟惑が現れる。タイプ2の負荷設定のように発熱量が大きければ，

上下の混度差はさらに拡大すると思われる。一方，タイプ2の床天井吹出併用方式では上下温

度差が2"C以下となり，床吹出方式で生じた槌度成層域の形成も少ない。
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床天井Ill'm吹出
(沼産車体)

一一一一:床吹出
{一般事務所)
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負荷設定

タイプ 1 タイプ 2

吹出方式
m欧日i 床ヲi:1j:fjr用1次Il.¥
{一般事務所} (8J1iiJlif宇)

照的負荷 160・ 592・
(kca1lh) (7.81) (28.9) 

1主
人体負荷 192 111 

者す (kcal/h) (9.38) (5.40) 

Sll: o A 負符 332 1.057 

定
ー (kcal/h) (16.2) (51.6) 

ぷf!; 日十 684 1，750 

(kca1lh) (33.4) (85.9) 

日欠Il.¥is. m: 遣を 5.宮 床 6.0 

('C) 天井 10.0 

PX a 1~ 公 390 詩ミ 372 

{ばIh) ヲ(11' 372 

術考 il ( )内lirnl当り負荷を表す

* !!(!IIMa然の50%を袋内m:iと必定

表-1 

sI (滋度差是四deg)

上下温度分布割-1 

床天井吹出併用空調方式

床吹出空調により現れる居住域上部の視度成層を解決するには

(1) 天井を高くし，温度成層域を押し上げる

(2) 床吹出空気を天井付近まで拡散する

(3) 天井吹出を併用する

など考えられる。

本計画ではモデル実験の結果を踏まえ，床吹出と天井吹出方式を併用することで，床吹出方

式の本来の特徴(居住域空調)を生かし，居住域上部の温度成層を解消して快適な空調環境が

実現できると確信した。図-2に床天井吹出併用方式の概念図を訴す。

3-2 

不快な然気・汚染物が滞留

する上告Eを欠1/'1次出で処IlP.

少hl;の床Pxaで
巡lI/'i:}自分の!ë;i1.~

'*吹ll¥ロ

床天井吹出静用方式概念図

回り4
 

床l次ruロによる
思f主岐部分の!e湖
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床吹出空調によって処理される負荷は， CAD端末などのOA機器発熱60VA/m2を設定した

。一方，天井吹出空調の負荷は，人体0.125人/m2，照明4OW/m2を設定した。吹出風震は，床

吹出23ぽ/h.m2 (全体の約60%)，天井吹出1伽J3/h.m2程度{全体の約40%)となっており，全体

の換気間数も13.7囲/hと多くなっている。

3-3 床吹出空諜犠

床吹出型空調機は，冷水コイル，ユニット型フィルター，スクロールダンパ付ファンからな

っている。空調機の下にコンクリート襲の基礎を兼ねた消音チャンパーを設置し空調空気は直

接フリーアクセス内に吹出される。選気は天井チャンバーから消音器を介して空調機に戻る。

図-3に系統図，陸 4に3陪機械室の断面留を示す。風量コントロールはCAD端末などの

OA機器電源の使用電涜値により，スクロールダンパを制御して行っている。

3-4 床吹出口

床吹出口はポリカ…ポネイト製の旋回涜型{直径2∞胴)を700儲設遣した。吹出口1個当り

の吹出規景は1∞ポ/hである。

"" '" 

。o
h
N

否
認

v」
-
P
L
 

司
令

uz
u
v一

C
 
F
 

、事務室

1t 
床天井吹出併用方式系統図図-3
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3階機械室断面図
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話轟控室:'う士ギ百長起を開j

設計新館は平成3年4月竣工，ち月に入居している。冷房時(平成3年8月)と暖房時(平

成4年2月)に溢度分布の測定をしたのでその一部を紹介する。

測定

CADおよびOAルームとして使われている 3階事務室の一部を測定場所と設定した。この

部分は，既に1入1台のCAD端末およびOA機器を使って設計しているこEリアである。図-

5に示すように，通路部分にA"'Dの4ケ所のポイントを指定し，執務時間中での測定を行っ

た。各ポイントでの測定は2，000x2，500闘のパネルにセットした(Cu-Co)熱電対 (200馴グリ

ッド，計130点}をトラパースして行い，等温隷 (0.5t単位)を作成した。
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4-2 禅定結果

冷房時漉i定は平成3年8月21日(水)，暖房時

測定は平成4年2月5日(水〉に行った。各ポイ

ントでの上下温度差は冷房・暖E害時共 2窃H~

であり快適な執務環境となっている。ポイント

Aでの室内温度分砲を岡-6，岡-7に示す。

またポイントCでの季節による上下温度分荷

を鴎-8に示す。
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図-8 季節による室内上下温度分布
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図-6 室内温度分布図 {8月21日)
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国一 7 室内温度分布陣(2月5日}

主モヨオフり品こ

床吹出空調システムが今後増えてゆくと恵、われるが，居住域の不快な温度成層をいかに解消

してゆくかがポイントとなろう。
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